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仙
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は

昨
年
四
月
、
黒
川
郡
富
谷
町
に
開
院
し

た
ば
か
り
。
リ
ハ
ビ
リ
ー
シ
ョ
ン
に
特

化
し
た
新
し
い
病
院
で
あ
る
。

最
近
の
脳
卒
中
治
療
成
績
向
上
に
伴

い
、
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す
る
患
者
数

は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
関

リ
ハ
ビ
リ
施
設
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
施
設
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
施
設
訪
問

連
病
院
で
あ
る
仙
台
東
脳
神
経
外
科
病

院
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て
設
立
二
十

年
に
な
り
、
後
続
の
リ
ハ
ビ
リ
病
院
を

か
ね
て
か
ら
必
要
と

し
て
い
た
。
そ
こ
で

仙
台
市
に
隣
接
し
、

環
境
が
良
い
黒
川
郡

富
谷
町
成
田
地
区
に

リ
ハ
ビ
リ
を
専
門
と

す
る
病
院
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

敷
地
面
積
九
九
〇
〇

平
方
㍍
の
広
い
土
地

に
床
面
積
五
五
〇
〇

平
方
㍍
、
八
十
二
床

四
階
の
建
物
で
あ
る
。

良
質
な
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
に
は
施
設
、

設
備
の
充
実
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
よ
り
大
切
な
の
は
マ

ン
パ
ワ
ー
、ス
タ
ッ
フ
の
充
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
病
院
の
方
針
、
特
徴
と
し
て
リ

ハ
ビ
リ
に
特
化
し
、
十
分
な
療
法
士
を

配
置
し
た
。
ベ
ッ
ド
数
八
十
二
に
対
し

四
十
人
以
上
の
療
法
士
を
置
き
、
中
身

の
濃
い
土
、
日
曜
も
休
み
な
く
切
れ
目

の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

病
床
す
べ
て
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
の
た
め
、
脳
卒
中
だ
け
で

な
く
運
動
器
疾
患
の
患
者
に
対
し
て
も

回
復
期
か
ら
維
持
期
へ
一
貫
し
た
リ
ハ

ビ
リ
が
行
え
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と

し
て
い
る
。

現
在
、
脳
血
管
疾
患
等（
Ⅰ
）お
よ
び

運
動
器
疾
患（
Ⅰ
）の
リ
ハ
ビ
リ
基
準
を

取
得
し
て
い
る
。
ま
た
、
機
能
回
復
状

況
や
患
者
が
抱
え
る
居
宅
生
活
に
お
け

る
日
常
生
活
の
問
題
点
に
対
し
て
、
さ

人
間
の
尊
厳
の
回
復
に
向
け
て

新
し
い
病
院
で
す
の
で
、
明
る
く
、

職
員
も
活
気
が
あ
り
、
新
鮮
な
気
持
ち

で
毎
日
の
リ
ハ
ビ
リ

療
法
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
病
院
の
理
念

で
あ
る
人
間
の
尊
厳

の
回
復
に
向
け
て
、

地
域
で
の
一
貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。 
（
 山
崎
 　
 匡
 院
長
）

や
ま
ざ
き
 
た
だ
し

仙台リハビリテーション病院

ベッド2床に療法士1人

ま
ざ
ま
な
形
で
効
果
的
に
対
応
で
き
る

よ
う
外
来
、
訪
問
、
通
所
そ
れ
ぞ
れ
、

リ
ハ
ビ
リ
を
行
え
る
環
境
を
整
え
て
い

る
。さ

ら
に
、
入
院
中
に
得
ら
れ
た
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
自
宅
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
も
設
置

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
互
い
の
連
携

が
密
に
な
っ
て
初
め
て
一
貫
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
た
め
、
同
じ
職

種
間
、
ま
た
は
他
の
職
種
間
の
い
ず
れ

も
が
情
報
を
共
有
、
意
識
す
る
よ
う
努

め
て
い
る
。　
　
　

開
院
し
て
ほ
ぼ
一
年
半
が
経
過
し
、

現
在
、
脳
卒
中
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
大
部

分
を
占
め
て
い
る
が
、
多
く
の
急
性
期

病
院
か
ら
の
紹
介
が
あ
り
、
入
院
患
者

も
増
え
つ
つ
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
地
域

の
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の
役
に
立
ち
た
い
と

の
考
え
で
い
る
。

◇
　
　
　
　
◇

仙
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

は
黒
川
郡
富
谷
町
成
田
一
丁
目
三－

一
、
電
話
０
２
２－

３
５
１－

８
１
１

８
。
仙
台
東
脳
神
経
外
科
病
院
は
仙
台

市
宮
城
野
区
岩
切
一
丁
目
一
二－

一
、

電
話
０
２
２－

２
５
５－

７
１
１
７
。
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脈
、
糖
尿
病
、
喫
煙
等
へ
の
対
処
で
す
。

こ
れ
ら
の
管
理
が
不
十
分
だ
と
脳
動
脈

硬
化
（
図
１
）
な
ど
が
知
ら
な
い
う
ち

に
ど
ん
ど
ん
進
行
し
、
あ
る
日
突
然
脳

と
ん
ど
で
す
。

脳
は
場
所
に
よ
っ
て
働
き
が
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
部
位
Ａ
は
右
の
手
を

動
か
す
脳
、
部
位
Ｂ
は
言
葉
を
話
す
脳

と
い
っ
た
具
合
で
す
。
脳
梗
塞
が
で
き

る
と
、
そ
の
場
所
に
応
じ
た
症
状
が
出

ま
す
。
部
位
Ａ
な
ら
右
手
の
麻
痺
、
部

位
Ｂ
な
ら
言
語
障
害
と
い
っ
た
具
合
で

す
。
困
っ
た
こ
と
に
、
多
く
の
場
合
、

脳
梗
塞
で
生
じ
た
症
状
は
よ
く
な
り
ま

せ
ん
。
多
少
よ
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
元
に
は
戻
ら
な
い
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

予
防
そ
し
て
至
急
の
治
療

以
上
か
ら
、
脳
梗
塞
対
策
の
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
一
に
予
防
、
脳

梗
塞
に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。第
二
に
、

も
し
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
大
至
急
専
門

的
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

予
防
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

脳
そ
の
も
の
の
心
配
を
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
不
整

脳
は
体
の
中
で
も
特
に
血
流
を
必
要

と
す
る
臓
器
で
す
。
血
流
は
心
臓
か
ら

動
脈
で
脳
に
運
ば
れ
ま
す
。
動
脈
が
何

か
の
理
由
で
閉
塞
す
る
と（
詰
ま
る
、と

よ
く
言
い
ま
す
）、そ
の
動
脈
の
行
く
先

の
脳
組
織
に
は
十
分
な
血
液
が
到
達
で

き
な
く
な
り
、
脳
組
織
は
早
け
れ
ば
十

数
分
で
障
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
て
脳
組
織
が
壊
死
し
た
も
の
を

脳
梗
塞
と
呼
び
ま
す
。

長
時
間
の
血
流
低
下
で
発
症

動
脈
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
ど

の
く
ら
い
で
脳
梗
塞
に
な
る
か
は
、
血

流
が
ど
の
く
ら
い
低
下
す
る
か
に
よ
り

ま
す
。
通
常
は
閉
塞
し
た
動
脈
の
領
域

に
回
り
込
ん
で
く
る
別
の
血
流
が
あ
る

た
め
、
一
時
間
以
内
に
血
流
が
再
開
通

す
る
と
脳
梗
塞
は
し
ば
し
ば
小
さ
く
て

す
み
ま
す
。
し
か
し
、
三
―
四
時
間
以

上
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
あ
と
血

流
が
戻
っ
て
も
、
す
で
に
大
き
な
脳
梗

塞
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ

梗
塞
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
一
般
市
民
健
診
や
か
か
り

つ
け
の
内
科
的
管
理
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

清

水

宏

明

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

神
経
病
態
制
御
学
分
野
准
教
授

脳
梗
塞
の
新
し
い
治
療
と
予
防

脳
梗
塞
の
新
し
い
治
療
と
予
防

脳
梗
塞
の
新
し
い
治
療
と
予
防

Ａ：左大脳の動脈の模式図（点線四角はほぼB、Cで見ている部分を示す）
Ｂ：正常脳動脈（未破裂脳動脈瘤の術中所見）壁はきれいなピンクないし赤色
Ｃ：動脈硬化を来した動脈（バイパス手術の術中所見）壁は黄色く固くなる
Ｄ：動脈硬化の模式図。動脈硬化を来した動脈の長軸に沿った断面図。山のよ
うな盛り上がりが動脈硬化であり、コレステロール等が沈着している

図１
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い
ま
す
が
、
決
し
て
皆
が
よ
く
な
る
よ

う
な
夢
の
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
出

血
誘
発
の
危
険
も
あ
り
、
使
用
方
法
に

厳
密
な
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
急
性
期
脳
梗
塞
の
治
療
に
は
、
血

管
内
治
療
で
閉
塞
動
脈
を
再
開
通
し
た

り
、
残
存
す
る
血
流
を
助
け
た
り
す
る

た
め
の
薬
剤
な
ど
が
あ
り
、
一
人
一
人

の
病
状
を
考
え
て
治
療
し
ま
す
。

脳
梗
塞
の
病
態
、
予
防
、
治
療
を
知

脳
卒
中
を
疑
う
３
つ
の
症
状

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
早
期
受

診
の
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
脳

梗
塞
（
を
含
め
た
脳
卒
中
）
に
つ
い
て

知
る
こ
と
で
す
。
最
低
限
、「
片
側
の
顔

面
麻
痺
（
笑
い
顔
を
つ
く
る
と
左
右
の

動
き
が
違
う
）」「
片
側
の
手
の
麻
痺
」

「
言
語
障
害
」
の
三
つ
の
う
ち
の
一
つ

で
も
あ
れ
ば
、
脳
卒
中
で
あ
る
確
率
は

七
割
以
上
で
す
（
図
２
）。

間
違
い
を
恐
れ
ず
、
脳
卒
中
と
判
断

し
て
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
一
方
、

慢
性
的
な
頭
重
感
、
両
手
の
し
び
れ
、

両
足
の
脱
力
感
な
ど
は
、
一
般
に
は
脳

卒
中
を
考
え
た
り
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身

を
守
る
と
同
時
に
、
厳
し
い
救
急
医
療

へ
の
一
助
と
い
う
意
味
で
も
脳
卒
中
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
変
有
意
義
と

思
い
ま
す
。

血
圧
管
理
か
ら
始
ま
る
予
防

発
症
か
ら
二
―
二
・
五
時
間
程
度
で

専
門
科
を
受
診
で
き
る
と
、
ｔ
Ｐ
Ａ
と

い
う
血
栓
溶
解
剤
に
よ
る
治
療
が
可
能

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
薬
は
欧
米

で
は
二
十
年
近
く
前
か
ら
使
用
さ
れ
、

日
本
で
は
長
く
導
入
が
望
ま
れ
た
あ
と

二
〇
〇
五
年
秋
に
よ
う
や
く
使
用
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
脳
梗
塞
の
治
療
を
大

き
く
変
え
た
薬
剤
で
あ
り
、
多
く
の
統

計
で
脳
梗
塞
患
者
の
最
終
的
な
障
害
を

あ
る
程
度
改
善
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

る
こ
と
が
、
恐
れ
ず
侮
ら
ず
対
処
し
て

い
く
う
え
で
大
変
重
要
で
す
。
図
３
、

図
４
に
こ
れ
ら
の
要
点
を
ま
と
め
ま
し

た
。
脳
梗
塞
の
予
防
は
、
実
は
脳
と
は

一
見
関
係
な
さ
そ
う
な
血
圧
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
十
分
理
解
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
、
予
防
効
果
は
格
段

に
上
が
り
、
他
の
こ
と
も
つ
い
て
き
ま

す
。
本
稿
が
そ
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

図２

血圧・コレステロール・血糖・嗜好品・運動・ストレス他

発症前

脳梗塞の治療

一次予防 二次予防

薬・手術・リハビリ

脳梗塞
急性期

脳梗塞
再発

脳梗塞
慢性期

■次の症状のうち一つでも急に生じれば脳卒中の可能性
は 7割以上（シンシナティスケール）
■一側上肢の麻痺
■一側顔面の麻痺
□笑った顔の左右非対称

■言語障害
□ラリルレロがうまくいえない
□言いたいことが言えない
□相手の言うことが理解できない

図３

図４

 1 　手始めに　高血圧から　治しましょう
 2 　糖尿病　放っておいたら　悔い残る
 3 　不整脈　見つかり次第　すぐ受診
 4 　予防には　タバコを止める　意志を持て
 5 　アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒
 6 　高すぎる　コレステロールも　見逃すな
 7 　お食事の　塩分・脂肪　控えめに
 8 　体力に　合った運動　続けよう
 9 　万病の　引き金になる　太りすぎ
10　脳卒中　起きたらすぐに　病院へ

脳卒中予防十か条（日本脳卒中協会）
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宮
城
県
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
九
年

の
人
口
動
態
統
計
を
発
表
し
ま
し
た
。

統
計
に
よ
れ
ば
、
宮
城
県
で
の
死
因

別
の
順
位
は
、
一
位
が
「
悪
性
新
生
物
」

（
 が
ん
 ）、
二
位
は
「
心
疾
患
」
、
三
位

が
「
脳
血
管
疾
患
」（
 脳
卒
中
 ）
で
、

平
成
十
九
年
の
脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率

年
一
三
・
六
％
 ）、
死
亡
率
は
（
 人
口

十
万
対
 ）
一
一
八
・
五
㌽
 （
 前
年
一

一
五
・
三
㌽
 ）で
、全
国
平
均
で
は
死
亡

率
一
〇
〇
・
八
㌽
、
全
死
因
に
占
め
る

割
合
が
一
一
・
五
％
で
す
。
宮
城
県
の

死
亡
率
は
全
国
平
均
よ
り
一
七
・
七
㌽

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

は
一
一
八
・
五
㌽
と
前
年
よ
り
三
・
二

㌽
上
回
り
ま
し
た
。
こ
の
三
大
疾
病
の

全
死
亡
に
占
め
る
割
合
は
、
男
女
合
わ

せ
て
五
九
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
死
因
別
の
順
位
と
比
較
す
る

と
同
じ
で
す
が
、
人
口
十
万
人
当
た
り

の
死
亡
率
で
見
る
と
、
が
ん
、
心
疾
患

は
全
国
平
均
よ
り
低
い
の
に

対
し
、脳
卒
中
に
関
し
て
は
、

前
年
度
を
上
回
り
、
依
然
と

し
て
高
い
傾
向
を
示
し
て
い

ま
す
。

宮
城
県
の
平
成
十
九
年

の
総
死
亡
者
数
は
二
万
三

百
四
十
七
人（
 前
年
一
万
九

千
七
百
九
十
六
人
 ）
で
、
五

百
五
十
一
人
増
加
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
脳
卒
中
に
よ

る
死
亡
者
数
は
二
千
七
百

六
十
八
人（
 前
年
二
千
七
百

二
人
 ）
で
、
六
十
六
人
増
加

し
ま
し
た
。
全
死
因
に
占
め

る
割
合
は
、一
三
・
六
％（
 前

宮
城
県
の
脳
卒
中
男
性
死
亡
者
数
は

千
三
百
五
十
九
人
で
、
死
亡
率
は
一
一

九
・
七
㌽
、
全
死
因
に
占
め
る
割
合
が

一
二
・
三
％
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

女
性
の
死
亡
者
数
は
千
四
百
九
人
で
死

亡
率
一
一
七
・
三
㌽
、
割
合
で
一
五
・

一
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
脳
血
管
疾
患
の
分
類
別
死
因

で
見
る
と
、
一
位
が
「
脳
梗
塞
」、
二
位

は
「
脳
内
出
血
」、
三
位
が
「
く
も
膜
下

出
血
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

脳
梗
塞
は
千
六
百
七
人
で
男
性
が
七
百

八
十
五
人
、
女
性
が
八
百
二
十
二
人
。

脳
内
出
血
は
七
百
七
十
五
人
で
、
男
性

が
四
百
十
八
人
、
女
性
が
三
百
五
十
七

人
で
し
た
。
く
も
膜
下
出
血
は
三
百
三

十
三
人
で
、
男
性
が
百
三
十
六
人
、
女

性
百
九
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男

性
は
女
性
に
比
べ
て
脳
内
出
血
の
比
率

が
高
く
、
女
性
は
脳
梗
塞
、
く
も
膜
下

出
血
と
も
に
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
が
ん
の
死
亡
率
は
全
国
の
二

六
六
・
九
㌽
に
対
し
、
宮
城
県
で
は
二

六
二
・
七
㌽
、
心
疾
患
の
死
亡
は
全
国

一
三
九
・
二
㌽
に
対
し
、
宮
城
県
は
一

三
二
・
七
㌽
と
な
っ
て
、
と
も
に
全
国

平
均
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
ま
だ
全
国
平
均
よ
り
高
い
傾
向

脳
卒
中
ま
だ
全
国
平
均
よ
り
高
い
傾
向

脳
卒
中
ま
だ
全
国
平
均
よ
り
高
い
傾
向

宮
城
県
の
平
成
19
年
人
口
動
態
統
計

悪性新生物
30.2％

その他
17.4％

死　亡　数

2 0 , 3 4 7人

図１　平成19年死因順位（宮城県）

心疾患　15.2％

脳血管疾患
13.6％

肺炎　9.4％

不慮の事故
3.6％

自殺　3.0％

老衰　3.1％

腎不全　1.8％

大動脈瘤及び解離
1.4％

糖尿病　1.3％

図２　主要死因別死亡率の推移（宮城県）
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会
の
共
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
神

経
外
科
学
分
野
教
授
の
冨
永
悌
二
先
生

の
挨
拶
に
続
き
、
女
優
の
真
屋
順
子
さ

ん
が
二
〇
〇
〇
年
に
脳
出
血
、
さ
ら
に

四
年
後
の
二
〇
〇
四
年
に
は
脳
梗
塞
を

発
症
、
半
身
不
随
と
な
り
、
そ
の
後
リ

ハ
ビ
リ
を
し
て
舞
台
復
帰
さ
れ
る
ま
で

の
道
の
り
を
夫
で
俳
優
の
高
津
住
男
さ

ん
と
と
も
に
「
脳
梗
塞
体
験
記
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
＝
写
真
上
＝
。

真
屋
さ
ん
は
「
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込

ん
だ
こ
と
が
発
症
に
つ
な
が
っ
た
。
症

状
が
無
く
て
も
五
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
病

来
月
５
日
に
薬
物
療
法
研
究
会

五
回
目
と
な
る
脳
卒
中
の
薬
物
療
法

研
究
会
が
二
月
五
日
午
後
六
時
四
十
五

分
か
ら
、
仙
台
市
青
葉
区
の
勝
山
館
で

開
か
れ
ま
す
。
宮
城
県
対
脳
卒
中
協
会

を
含
む
三
団
体
が
共
催
し
ま
す
。

大
崎
市
民
病
院
脳
神
経
外
科
科
長
の

吉
田
昌
弘
先
生
が
「
抗
血
小
板
療
法
、

抗
凝
固
療
法
下
で
発
生
し
た
く
も
膜
下

出
血
の
治
療
」、仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
脳

神
経
外
科
医
長
の
江
面
正
幸
先
生
が

「
脳
梗
塞
急
性
期
症
例
に
対
す
る
経
動

脈
的
血
栓
溶
解
術
―
こ
れ
ま
で
と
こ
れ

か
ら
―
」と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、

秋
田
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
神
経

内
科
部
長
の
長
田
乾
先
生
が
「
積
極
的

降
圧
療
法
と
脳
卒
中
再
発
予
防
」
と
題

し
て
特
別
講
演
し
ま
す
。

す
こ
や
か
脳
を
守
る
講
演
会
開
く

わ
が
国
の
死
亡
原
因
第
三
位
の
脳
卒

中
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
毎

年
開
か
れ
て
い
る
「
す
こ
や
か
脳
を
守

る
講
演
会
」
が
事
業
所
お
よ
び
市
町
村

と
の
共
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

十
二
月
七
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

丸
森
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、
講
演

会
で
は
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
救
急
部

長
兼
脳
神
経
外
科
科
長
の
荒
井
啓
晶
先

生
が「
ブ
レ
イ
ン
ア
タ
ッ
ク
の
対
抗
策
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
六
日
午
後
四
時
か
ら
仙

台
市
宮
城
野
区
の
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
本
社

で
開
催
、
講
演
会
で
は
広
南
病
院
診
療

部
長
の
大
沼
歩
先
生
が
「
脳
卒
中
に
関

す
る
正
し
い
知
識
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座
に

市
民
ら
１
６
０
人
が
参
加

二
〇
〇
九
年
・
脳
卒
中
市
民
公
開
講

座
「
脳
梗
塞
そ
の
時
ど
う
す
る
？
」
が

十
一
月
十
五
日
、
仙
台
市
若
林
区
の
仙

台
市
医
師
会
館
で
宮
城
県
対
脳
卒
中
協

院
で
検
査
を
受
け
た
方
が
い
い
」
と
語

り
、
夫
の
高
津
さ
ん
は
「
妻
が
変
調
を

訴
え
た
時
受
け
流
し
た
が
、
素
人
判
断

だ
っ
た
。
様
子
が
お
か
し
い
と
気
づ
い

た
ら
一
分
一
秒
で
も
早
く
病
院
に
行
く

こ
と
が
大
切
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
神
経
病
態
制
御
学
分
野
准
教
授

の
清
水
宏
明
先
生
が
「
脳
梗
塞
の
新
し

い
予
防
と
治
療
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
清
水
先
生
は
「
脳
梗
塞
は
血
管

が
詰
ま
る
と
発
症
す
る
た
め
、
内
科
的

管
理
を
す
る
な
ど
予
防
が
大
切
。
発
症

す
る
と
素
早
い
治
療
が
必
要
に
な
る
の

で
片
側
の
顔
面
麻
痺
、
片
側
の
手
の
麻

痺
、言
語
障
害
と
い
っ
た
典
型
的
な
症

状
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

東
北
大
学
大
学
院
医
工
学
研
究
科
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
工
学
分
野
教
授

の
出
江
紳
一
先
生
は
「
脳
梗
塞
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
し
て
講
演
し
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
脳
を
直
接
刺
激

し
て
麻
痺
を
治
療
す
る
技
術
を
ス
ラ
イ

ド
で
説
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
脳
卒
中
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
疑
問
、
質
問
に
答
え

る
出
演
者
全
員
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
＝
写
真
下
＝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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会
 員
 名
 簿（

順
不
同
・
敬
称
略
）

宮
城
県
対
脳
卒
中
協
会
の
平
成
二
十
一
年

十
一
月
三
十
日
現
在
の
会
員
は
法
人
五
六
、

協
賛
二
、
個
人
八
八
六
人
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
に
は
、
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

◇
法
人
会
員
【
一
般
法
人
関
係
】
㈱
河
北
新

報
社
、
東
北
放
送
㈱
、
宮
城
県
商
工
会
議
所
連

合
会
、
仙
都
魚
類
㈱
、
不
二
商
事
㈱
、
遠
山
青

葉
印
刷
㈱
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
㈱
天
洋
、

㈱
飛
田
組
、
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
、
㈱
す
が
わ
ら
葬

儀
社
、
コ
セ
キ
㈱
、
㈱
ヘ
ル
ス
マ
ー
ト
、
㈱
佐

藤
工
務
店
、
㈱
エ
ス
パ
イ
ラ
ー
、
丸
木
医
科
器

械
㈱
、
エ
ー
ザ
イ
㈱
、
田
辺
三
菱
製
薬
㈱
、
㈱

バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
、
大
塚
製
薬
㈱
、
ア
ベ
ン
テ

ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
㈱
、
㈱
ア
ス
カ
ム
、
大
日
本
住

友
製
薬
㈱
、
杏
林
製
薬
㈱
、
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬

㈱
、
キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱
、
旭
化
成
フ
ァ
ー

マ
㈱
、
バ
イ
エ
ル
薬
品
㈱
、
日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ

ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
㈱
、
第
一
三
共
㈱
、
小
野

薬
品
工
業
㈱
、
味
の
素
フ
ァ
ル
マ
㈱
、
Ｇ
Ｅ
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
㈱
シ
バ
タ
イ
ン
テ
ッ

ク
、
富
士
フ
イ
ル
ム
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ー
マ
㈱

【
医
療
法
人
関
係
】
財
広
南
会
広
南
病
院
 、

勝
永
仁
会
永
仁
会
病
院
、勝
友
仁
会
松
島
病
院
 、

栗
原
市
立
栗
駒
病
院
 、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
、

勝
浄
仁
会
大
泉
記
念
病
院
、
財
宮
城
厚
生
協
会

泉
病
院
、
勝
華
桜
会
古
川
星
陵
病
院
、
仙
石
病

院
、
勝
敬
人
会
大
友
病
院
、石
巻
赤
十
字
病
院
 、

仙
台
徳
州
会
病
院
、
赤
石
病
院
、
大
崎
市
病
院

事
業
、
勝
将
道
会
南
東
北
病
院
、
気
仙
沼
市
立

病
院
、
勝
社
団
仁
明
会
齋
藤
病
院
、
勝
社
団
康

陽
会
中
嶋
病
院
、
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
、
東

北
厚
生
年
金
病
院
、
勝
仁
泉
会
川
崎
こ
こ
ろ
病

院
【
市
町
村
関
係
】
富
谷
町
、
山
元
町
、

◇
個
人
会
員
【
仙
台
市
】
安
斎
政
、
会
田
秀

雄
、
熱
海
和
作
、
秋
元
ヒ
ロ
ジ
、
阿
部
要
治
、

阿
部
欽
一
、
秋
葉
健
一
、
相
沢
慶
子
、
阿
部
寛

二
、
阿
部
雄
子
、
阿
部
長
蔵
、
阿
部
隆
、
赤
井

澤
孝
子
、
赤
井
澤
ア
イ
子
、
赤
井
澤
巳
之
吉
、

安
住
タ
カ
、
安
藤
裕
、
阿
部
郁
夫
、
浅
野
国
雄
、

葦
名
盛
輝
、
荒
井
幸
男
、
跡
部
忠
男
、
板
橋
進
、

石
川
功
、
稲
次
幸
子
、
市
川
昌
久
、
石
堂
つ
ね
、

五
十
嵐
栄
治
、
板
橋
洋
子
、
石
田
茂
、
泉
山
昌

洋
、
板
橋
順
子
、
井
崎
英
男
、
井
崎
の
り
子
、

井
筒
昭
子
、
猪
岡
伸
一
、
板
橋
か
ね
子
、
伊
藤

謙
治
、
石
澤
清
暉
、
薄
井
宗
一
、
植
野
静
夫
、

内
田
直
樹
、
遠
藤
英
一
、
遠
藤
た
か
、
大
内
信

郎
、
大
泉
文
男
、
大
方
俊
樹
、
及
川
徳
行
、
大

槻
俊
夫
、
小
野
喜
一
、
小
野
寺
悌
子
、
大
場
光

昭
、
大
森
と
し
こ
、
岡
崎
吉
勝
、
小
田
嶋
喜
一
、

小
田
倉
弘
典
、
小
倉
健
治
、
小
倉
光
男
、
小
島

養
治
、
及
川
誠
一
、
小
島
栄
子
、
大
庭
正
敏
、

及
川
萬
、
小
貫
信
、
奥
田
禮
子
、
加
藤
俊
和
、

河
村
基
、
川
名
春
夫
、
菅
野
良
平
、
加
藤
よ
し

こ
、
鎌
田
源
一
郎
、
菅
間
進
、
笠
原
富
夫
、
貝

山
仁
、
加
藤
康
子
、
菅
野
光
子
、
菅
野
か
つ
子
、

桂
田
啓
生
、
川
村
長
祐
、
加
藤
し
づ
か
、
加
藤

孝
、
金
子
定
吉
、
河
東
田
義
郎
、
川
口
洋
子
、

春
日
園
江
、
北
村
龍
男
、
木
田
茂
、
木
田
照
子
、

木
田
哲
也
、
菊
地
き
よ
、
菊
地
文
博
、
木
名
瀬

敏
正
、
菊
地
利
典
、
木
須
理
利
、
木
村
和
雄
、

熊
谷
一
男
、
熊
谷
恒
治
、
黒
澤
朋
子
、
熊
谷
榮

雄
、
熊
谷
サ
チ
子
、
釼
持
英
子
、
小
塚
宣
人
、

小
池
仁
吉
、
小
松
夘
一
、
郡
山
宗
英
、
小
松
敬

次
、
後
藤
文
利
、
小
林
卯
太
郎
、
小
林
信
男
、

小
林
泰
子
、
齋
藤
忠
雄
、
斎
藤
公
男
、
斉
藤
一

彦
、
斉
藤
樹
志
子
、
斎
藤
よ
し
子
、
斎
重
光
、

佐
々
木
博
行
、
佐
藤
裕
、
佐
藤
正
一
、
佐
藤
章
、

佐
藤
褜
吉
、
佐
藤
義
輝
、
佐
藤
輝
子
、
佐
藤
元

一
、
佐
藤
克
朗
、
佐
藤
潔
子
、
佐
藤
暁
祐
、
佐

藤
恭
子
、
佐
藤
悳
郎
、
佐
藤
一
榮
、
佐
藤
ウ
タ

ノ
、
佐
藤
康
男
、
佐
藤
昭
紀
、
佐
藤
徳
昭
、
佐

藤
定
男
、
佐
藤
達
之
、
澤
田
栄
子
、
宍
戸
令
子
、

清
水
圭
、
渋
谷
一
誠
、
庄
子
勝
雄
、
庄
子
み
よ

子
、
庄
子
け
さ
を
、
庄
子
良
一
、
渋
谷
善
雄
、

庄
司
ま
ゆ
み
、
荘
司
明
美
、
庄
司
尚
志
、
庄
子

ふ
さ
よ
、
庄
子
健
次
郎
、
柴
崎
篤
、
庄
子
雄
二
、

庄
司
な
か
子
、
庄
子
惣
蔵
、
下
山
茂
行
、
庄
司

征
一
、
庄
子
重
治
、
白
石
潔
、
新
海
準
二
、
鈴

木
宗
一
、
杉
田
宏
美
、
杉
本
矩
雄
、
鈴
木
清
龍
、

鈴
木
紘
一
、
鈴
木
源
二
郎
、
鈴
木
直
清
、
鈴
木

旭
、
菅
原
正
一
、
菅
原
文
子
、
菅
原
次
男
、
菅

井
洋
子
、
鈴
木
繁
雄
、
鈴
木
幸
男
、
関
場
勝
広
、

関
久
友
、
関
本
紀
、
相
馬
林
一
、
高
柳
義
伸
、

丹
野
幸
男
、
武
田
富
記
、
大
門
和
雄
、
大
門
夕

子
、
高
橋
千
之
、
丹
野
邦
夫
、
高
橋
弥
三
郎
、

田
中
み
さ
お
、
武
田
孝
子
、
武
田
富
男
、
高
橋

克
、
田
中
修
一
、
千
葉
清
助
、
千
葉
守
、
津
田

政
克
、
槻
田
栄
二
郎
、
時
田
浦
蔵
、
永
野
令
子
、

奈
良
坂
拓
、
中
川
司
、
中
川
タ
イ
子
、
中
川
孝

子
、
南
場
秀
子
、
中
村
志
朗
、
南
城
公
夫
、
中

嶋
俊
之
、
長
嶺
義
秀
、
長
瀬
章
次
郎
、
新
関
き

よ
、
新
田
千
代
美
、
新
倉
栄
、
新
倉
八
重
子
、

新
倉
市
郎
、
新
倉
良
子
、
西
澤
義
彦
、
西
川
通
、

根
本
力
男
、
根
本
富
喜
子
、
羽
田
光
雄
、
早
坂

達
、
蜂
屋
嘉
子
、
早
坂
文
子
、
長
谷
俊
男
、
菱

沼
キ
ヨ
、
日
野
泰
彦
、
深
田
一
弥
、
福
島
た
か

子
、
舟
田
彰
、
古
内
重
義
、
古
内
房
恵
、
福
田

陽
一
、
堀
江
ふ
み
、
細
川
京
一
、
星
三
郎
、
松

浦
善
四
郎
、
松
浦
圭
一
、
増
澤
良
保
、
松
田
喜

美
子
、
松
井
正
夫
、
道
又
勇
一
、
嶺
岸
良
夫
、

三
浦
ま
さ
子
、
光
永
輝
彦
、
三
浦
恵
一
、
三
浦

秀
博
、
三
澤
壮
義
、
村
上
富
美
子
、
村
主
常
次
、

武
者
盛
宏
、
森
洋
子
、
山
田
ナ
ヨ
、
八
幡
昌
介
、

山
口
喜
市
、
八
木
橋
今
子
、
山
口
せ
つ
子
、
八

島
長
市
、
山
口
勝
彦
、
山
口
光
子
、
湯
目
と
し

子
、
横
山
秀
保
、
吉
川
富
士
子
、
吉
村
典
男
、

米
谷
義
己
、
米
山
豊
彦
、
渡
辺
秀
雄
、
渡
辺
芳

雄
、
渡
辺
三
穂
、
若
生
幸
衛
、
渡
辺
幸
子
、
我

妻
忠
、
渡
辺
頴
悟
、
渡
辺
真
一

【
中
田
支
部
】
荒
川
レ
イ
子
、
伊
賀
正
、
壱

岐
武
、
壱
岐
源
昭
、
壱
岐
善
郎
、
壱
岐
善
一
、

壱
岐
善
夫
、
伊
藤
宏
一
、
伊
藤
き
み
、
入
間
川

勝
夫
、
大
村
耕
一
、
小
嶋
秀
喜
、
及
川
ミ
ヨ
、

柿
沼
文
彦
、
川
村
幸
毅
、
菊
田
信
次
、
生
島
将

光
、
今
野
博
、
佐
藤
善
夫
、
佐
藤
一
男
、
佐
藤

八
重
子
、
斎
藤
勉
、
庄
司
文
男
、
庄
司
金
蔵
、

庄
司
富
吉
、
庄
司
淑
子
、
高
橋
重
義
、
高
橋
康

次
、
千
葉
和
子
、
三
浦
正
之
、
守
て
る
よ
、
山
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田
栄
一
、
渡
辺
伸
一
郎
、
渡
辺
幸
一
、
渡
辺
久

子
、
渡
辺
忠
男
、
壱
岐
圭
子
、
伊
藤
長
寿
、
壱

岐
幸
三
、
壱
岐
軍
治
、
伊
藤
孝
志
、
伊
藤
寿
美

子
、
遠
藤
せ
つ
子
、
大
友
よ
し
子
、
小
田
島
寛

治
、
大
沼
長
一
、
海
藤
ク
ニ
子
、
菅
野
正
志
、

菊
田
明
子
、
菊
一
信
夫
、
佐
藤
太
一
、
佐
藤
信

雄
、
佐
藤
ヨ
シ
コ
、
庄
司
静
男
、
菅
原
道
雄
、

平
野
久
雄
、
本
田
美
典
、
米
山
博
、
渡
辺
進
、

渡
辺
よ
う
子
、
我
妻
忠
作
、
渡
辺
ふ
じ
、
渡
辺

の
ぶ
、
壱
岐
正
、
入
間
川
忠
雄
、
一
條
嘉
夫
、

川
村
定
雄
、
金
成
脩
、
加
藤
功
、
佐
藤
嘉
郎
、

鈴
木
正
吉
、
高
橋
次
男
、
原
田
公
一
、
渡
辺
秀

博
、
渡
辺
惣
市
郎
、
浅
沼
孝
信
、
石
田
つ
よ
し
、

小
田
島
長
治
、
柿
沼
一
、
加
藤
秀
男
、
今
野
こ

あ
き
、
今
野
清
、
佐
々
木
み
よ
、
桜
井
忠
、
佐

藤
禮
子
、
佐
藤
房
子
、
菅
井
昭
吉
、
鈴
木
武
、

高
橋
正
一
、
高
橋
る
い
、
高
橋
清
、
早
坂
茂
、

菱
沼
充
子
、
守
健
治
、
守
健
一
、
山
口
千
代
子
、

山
路
敏
夫
、
渡
辺
た
か
子
、
渡
辺
義
行
、
渡
辺

克
幸
、
渡
辺
洋
子
、
渡
辺
勝
、
太
田
弘
、
太
田

秀
雄
、
太
田
功
、
太
田
孝
、
小
野
寺
仁
、
小
野

寺
文
男
、
太
田
勝
康
、
小
野
寛
明
、
及
川
賢
二
、

海
道
榮
一
郎
、
木
村
達
郎
、
熊
谷
昭
市
、
熊
谷

吉
夫
、
佐
々
木
猛
、
佐
藤
初
男
、
佐
藤
又
七
、

佐
藤
誠
輝
、
佐
藤
栄
吾
、
桜
庭
文
三
、
佐
藤
二

郎
、
佐
藤
勝
基
、
佐
藤
昭
雄
、
佐
藤
栄
一
、
宍

戸
和
彦
、
庄
子
二
郎
、
菅
井
愛
子
、
鈴
木
と
き

子
、
鈴
木
健
一
、
鈴
木
利
一
、
鈴
木
正
、
鈴
木

喜
美
夫
、
丹
野
益
子
、
豊
田
金
十
郎
、
平
間
菊

二
、
守
正
志
、
守
善
平
、
守
哲
郎
、
守
ツ
ヤ
子
、

守
十
郎
、
守
信
也
、
横
田
八
十
一
、
吉
田
利
二
、

渡
辺
正
美
、
渡
辺
英
伍
、
伊
深
剛
、
伊
深
芳
雄
、

伊
深
三
郎
、
石
岡
忠
美
、
伊
深
照
夫
、
伊
深
忠
、

大
内
勝
寿
、
大
友
辰
男
、
小
野
寺
二
郎
、
加
藤

新
一
、
菊
地
春
利
、
菊
地
博
、
佐
藤
義
雄
、
榊

原
健
二
、
佐
々
木
盛
安
、
佐
々
木
順
子
、
佐
藤

叔
、
鹿
内
孝
史
、
菅
井
利
幸
、
菅
井
褜
雄
、
菅

井
市
郎
、
菅
井
庄
一
郎
、
菅
井
研
、
菅
井
富
夫
、

菅
井
源
太
郎
、
菅
井
勝
之
、
鈴
木
富
男
、
菅
井

鉄
夫
、
菅
井
直
彦
、
菅
原
幸
雄
、
高
橋
正
良
、

高
橋
正
弘
、
高
橋
譲
、
玉
川
金
嘉
、
畠
山
三
男
、

日
塔
勝
好
、
樋
口
松
五
郎
、
文
屋
昶
、
三
品
優
、

目
黒
篤
一
、
四
倉
秀
寿
、
阿
部
甚
助
、
阿
部
暢

男
、
阿
部
た
け
、
阿
部
寿
、
阿
部
朗
、
阿
部
倖

知
、
阿
部
忠
、
相
沢
博
、
阿
部
惣
八
、
阿
部
知

行
、
阿
部
清
作
、
阿
部
千
賀
子
、
阿
部
敏
郎
、

阿
部
れ
い
子
、
阿
部
よ
し
ゑ
、
阿
部
喜
一
、
阿

部
い
し
、
阿
部
亮
之
右
、
阿
部
清
、
阿
部
正
三
、

阿
部
重
二
、
阿
部
道
、
阿
部
克
世
、
伊
藤
武
朗
、

今
由
松
、
伊
東
傳
二
、
小
田
嶋
邦
子
、
大
泉
郁

夫
、
籠
倉
恒
男
、
桂
島
キ
ヨ
、
小
井
土
忠
義
、

昆
野
コ
ト
ジ
、
佐
藤
敏
夫
、
佐
藤
眞
美
、
佐
藤

忠
雄
、
佐
藤
孝
之
、
佐
藤
平
治
、
佐
藤
文
蔵
、

佐
藤
由
雄
、
庄
司
守
、
菅
田
寅
夫
、
鈴
木
敏
郎
、

長
沢
兵
右
エ
門
、
嶺
岸
澄
子
、
山
口
市
朗
、
渡

辺
正
、
相
原
正
志
、
相
原
栄
子
、
相
原
亨
、
阿

部
ゆ
き
ゑ
、
阿
部
美
考
、
井
筒
泰
司
郎
、
石
田

清
一
、
伊
深
芳
家
、
伊
藤
て
る
、
伊
藤
文
雄
、

猪
股
見
津
雄
、
遠
藤
兵
衛
、
忍
幸
、
大
友
あ
き
、

大
槻
よ
ね
、
近
江
昭
夫
、
大
友
昭
子
、
小
畑
重

人
、
岡
崎
京
子
、
加
藤
ち
よ
、
川
村
浩
、
柿
沼

孝
、
木
村
春
雄
、
今
野
崇
夫
、
今
野
澄
子
、
今

野
三
郎
、
後
藤
勝
男
、
佐
藤
重
信
、
佐
藤
一
男
、

佐
藤
芳
一
、
佐
藤
節
雄
、
佐
藤
は
る
子
、
佐
藤

勝
也
、
佐
々
木
直
美
、
庄
子
新
助
、
清
水
俊
夫
、

島
貫
の
ぶ
子
、
白
鳥
清
正
、
清
野
剛
、
高
橋
悟
、

中
野
輝
夫
、
中
村
勝
弥
、
新
野
昌
男
、
新
野
英

雄
、
羽
川
芳
広
、
箱
崎
修
二
、
曳
地
け
い
子
、

堀
重
雄
、
三
浦
正
幸
、
三
浦
三
男
、
守
功
記
、

吉
田
宗
六
、
鷲
尾
英
雄
、
渡
辺
修
、
渡
辺
恵
美

子
、
阿
部
藤
七
、
阿
部
久
志
、
阿
部
ハ
ナ
子
、

阿
部
和
男
、
入
間
川
博
、
伊
深
正
男
、
大
山
富

夫
、
大
友
富
次
、
大
友
六
雄
、
岡
本
三
男
、
小

野
寺
繁
、
柿
沼
望
冶
、
海
藤
シ
マ
子
、
加
藤
暢

久
、
柿
沼
一
男
、
菊
地
浩
、
木
澤
畑
富
雄
、
佐

藤
広
和
、
佐
久
間
善
行
、
斎
藤
敏
、
庄
子
正
男
、

菅
井
健
次
、
高
橋
福
治
、
高
橋
彰
一
、
鴇
田
麗

子
、
沼
倉
尚
、
山
下
勝
司
、
渡
辺
武
郎
、
渡
辺

公
隆
、
渡
辺
省
吉
、
渡
辺
徳
男
、
渡
辺
純
子
、

相
原
敬
尋
、
板
橋
勇
、
板
橋
昭
二
、
板
橋
久
子
、

太
田
隆
基
、
大
宮
義
巳
、
川
村
逸
郎
、
川
村
友

二
、
北
住
享
宥
、
小
泉
一
、
佐
竹
と
き
子
、
佐

伯
春
夫
、
佐
々
木
嘉
則
、
鈴
木
和
夫
、
鈴
木
く

に
み
、
須
田
久
、
清
野
辰
子
、
高
階
正
浩
、
田

中
幸
子
、
田
中
幸
子
、
沼
田
ふ
み
え
、
三
塚
き

み
子
、
渡
辺
か
つ
子
、
渡
辺
キ
ミ
子
、

【
石
巻
市
】
阿
部
廣
、
伊
勢
ミ
ワ
子
、
奥
田

道
子
、
梶
谷
い
つ
よ
、
掃
部
関
信
人
、
熊
谷
幸

男
、
小
林
剛
郎
、
齋
藤
正
美
、
高
橋
節
子
、
千

葉
健
夫
、
千
葉
喜
美
子
、
二
宮
以
義
、
福
田
省

一
、
藤
田
隆
一
、
宮
本
正
隆
、
遊
佐
艶
子

【
東
松
島
市
】
小
野
ミ
サ
子
、
松
浦
栄
子

【
塩
釜
市
】
大
井
康
、
及
川
潤
一
、
今
野
和

子
、
今
野
久
雄
、
冨
永
詩
郎
、
本
間
正
明
、
門

馬
重
信

【
多
賀
城
市
】
氏
家
紘
一
、
江
井
保
夫
、
大

場
三
夫
、
黒
沢
久
三
、
鈴
木
修
治
、
西
條
力
也
、

庄
司
恵
美
子
、
関
口
淳
一
、
南
城
正
勝
、
福
島

勢
津
子

【
松
島
町
】
大
山
敦
子
、
高
野
り
ょ
う
子
、

中
山
大
典

【
七
ケ
浜
町
】
佐
藤
元

【
利
府
町
】
宮
田
幸
比
古
、
宮
下
孝

【
加
美
町
】
伊
藤
明
一
、
伊
藤
怜
子
、
伊
藤

策
実
、
北
村
保
、
今
野
陽
子

【
大
崎
市
古
川
】
阿
部
俊
助
、
青
木
チ
ド
リ
、

伊
藤
繁
雄
、
伊
藤
房
江
、
木
村
靖
、
佐
藤
謙
一
、

佐
藤
幸
治
、
佐
々
木
榮
董
、
穴
戸
正
治
、
穴

戸
れ
い
子
、
穴
戸
久
美
、
鈴
木
克
子
、
高
橋

郁
朗
、
高
橋
み
さ
を
、
三
浦
裕
一
、
門
田
ケ

イ
子【

大
崎
市
鹿
島
台
】
小
野
寺
敦

【
大
崎
市
岩
出
山
】
佐
藤
進
、
三
塚
み
さ
を
、

伊
藤
公
昌

【
大
崎
市
田
尻
】
大
久
保
孝
一

【
涌
谷
町
】
最
上
演
子
、
岡
本
禄
太
郎

【
美
里
町
】
熱
海
徳
夫
、
芦
田
忠
雄
、
穴
戸

五
月
子
、
小
茄
子
川
亨

【
気
仙
沼
市
】
畠
山
耕
治
、
村
田
勝
正

【
白
石
市
】
片
倉
庄
助
、
佐
藤
と
も
子
、
村

上
正
良
、
亘
理
廣
子

【
角
田
市
】
安
藤
祐
介
、
荒
川
三
夫
、
阿
部

和
郎
、
菅
野
基
、
佐
々
木
哲
郎
、
樋
口
多
恵
子
、

渡
邊
ヨ
シ
子
、
上
澤
潔
、
星
ひ
ろ
み



－　　－８

【
蔵
王
支
部
】
大
宮
清
志
、
鎌
田
謙
治
、
片

倉
泰
二
、
齋
藤
敬
、
斎
藤
ケ
サ
子
、
佐
藤
東
二
、

白
幡
修
、
鈴
木
清
、
大
道
寺
十
四
男
、
樋
口
俊

治
、
樋
口
恒
男
、
牧
野
謙
一
、
村
山
雅
子
、
山

家
礼
子
、
山
家
實
、
会
田
常
人
、
浅
沼
一
郎
、

会
田
直
隆
、
東
頼
義
、
相
原
八
男
、
会
田
好
昭
、

芦
立
東
暁
、
伊
藤
和
男
、
伊
藤
晴
信
、
伊
藤
征

雄
、
石
井
久
義
、
石
澤
宏
晃
、
石
澤
し
げ
子
、

牛
木
力
夫
、
遠
藤
宏
、
遠
藤
忠
吾
、
遠
藤
大
、

遠
藤
誠
治
、
遠
藤
正
二
、
遠
藤
治
、
近
江
一
江
、

近
江
勇
輝
、
近
江
朝
夫
、
大
沼
二
男
、
小
熊
清

男
、
小
熊
久
男
、
奥
山
章
三
、
小
原
一
信
、
小

原
研
一
、
大
沼
正
志
、
大
沼
芳
国
、
大
沼
昌
昭
、

大
沼
清
、
大
庭
彰
、
尾
関
定
法
、
加
藤
幹
夫
、

加
藤
晴
朗
、
菅
野
勝
司
、
菅
野
悦
郎
、
菅
野
幸

夫
、
菅
野
勝
彦
、
河
村
吉
宏
、
川
村
仁
、
熊
坂

稔
、
佐
藤
憲
治
、
佐
藤
栄
一
、
佐
藤
や
す
子
、

佐
藤
う
め
の
、
佐
藤
栄
一
、
佐
藤
拓
、
佐
藤
二

郎
、
佐
藤
幸
夫
、
佐
藤
孝
、
佐
藤
功
、
佐
藤
よ

し
子
、
佐
藤
長
成
、
佐
藤
ユ
ウ
子
、
佐
藤
銀
蔵
、

佐
藤
忠
夫
、
佐
藤
詔
雄
、
佐
藤
光
雄
、
佐
藤
勝

厚
、
佐
藤
栄
昭
、
佐
藤
京
治
、
佐
藤
幸
枝
、
斎

藤
明
、
斉
藤
実
、
斎
藤
長
大
、
斎
藤
政
行
、
斎

藤
善
一
、
斎
藤
広
、
斉
藤
君
男
、
渋
谷
一
男
、

神
馬
良
一
、
鈴
木
設
雄
、
高
橋
好
夫
、
玉
根
良

清
、
高
野
輝
一
、
丹
野
昭
、
丹
野
七
五
郎
、
丹

野
正
春
、
丹
野
昭
一
、
玉
山
教
夫
、
竹
花
純
栄
、

田
中
陽
一
、
武
田
三
男
、
外
門
清
、
中
山
四
郎
、

中
山
光
弘
、
韮
澤
静
子
、
長
谷
川
光
、
羽
田
保

之
、
馬
場
勝
彦
、
馬
場
信
夫
、
馬
場
昌
喜
、
平

間
三
男
、
平
間
美
智
子
、
平
間
て
る
の
、
平
間

久
一
、
平
間
武
美
、
樋
口
喜
久
雄
、
福
田
や
い

子
、
福
地
敏
明
、
古
川
優
子
、
真
壁
昭
夫
、
松

崎
義
明
、
松
崎
良
一
、
三
浦
力
男
、
水
澤
智
孝
、

村
上
敬
一
、
村
上
正
男
、
村
上
秀
三
、
村
上
明
、

村
上
利
八
、
村
上
英
人
、
村
山
一
夫
、
村
上
輝

雄
、
村
上
和
子
、
村
上
新
一
、
村
上
善
吉
、
最

上
哲
男
、
鑓
水
洋
、
鑓
水
千
恵
子
、
鑓
水
隆
、

山
家
一
男
、
我
妻
守
、
渡
辺
一
男
、
我
妻
研
一
、

我
妻
菊
夫
、
我
妻
政
美
、
我
妻
耕
造
、
我
妻
稔
、

我
妻
幸
美
、
我
妻
誠
、
我
妻
千
枝
子
、

【
蔵
王
町
】
熊
谷
チ
ヨ
子
、
佐
藤
昭
一

【
大
河
原
町
】
大
沼
歩
、
日
下
昭
吾
、
佐
藤

信
子
、
平
井
達
郎

【
柴
田
町
】
阿
部
ア
イ
、
佐
藤
富
造
、
水
戸

正
人
、
三
浦
浩
、
最
上
は
る
子
、
米
野
き
ぬ
子

【
川
崎
町
】
阿
部
武
夫
、
大
津
熊
吉
、
大
宮

円
治
、
近
江
亮
、
小
野
郁
夫
、
大
宮
正
義
、
近

江
嘉
七
、
大
宮
一
、
大
宮
高
資
、
近
江
久
仁
寿
、

小
山
満
、
近
江
捨
男
、
太
田
隆
夫
、
菅
野
秀
一
、

寛
野
秀
雄
、
神
崎
タ
マ
、
熊
谷
和
雄
、
熊
谷
越

子
、
熊
谷
ヨ
シ
ヘ
、
佐
藤
洋
、
斎
藤
半
治
、
佐

藤
宏
一
、
佐
藤
新
一
郎
、
佐
藤
保
、
菅
原
勝
彦
、

丹
野
義
幸
、
高
山
恵
弘
、
西
崎
ト
モ
子
、
沼
田

正
蔵
、
真
壁
勇
、
宮
崎
亀
二
、
最
上
孝
、
最
上

勝
夫【

丸
森
町
】
島
崎
直
彦
、
高
橋
キ
ヌ
ヨ
、
八

島
勝
男

【
名
取
市
】
阿
部
孝
逸
、
阿
部
秀
一
、
相
沢

富
雄
、
跡
部
守
男
、
板
橋
三
男
、
板
橋
正
友
、

板
橋
宮
子
、
内
山
晋
、
大
川
清
治
、
大
久
保
友

蔵
、
黒
田
輝
俊
、
小
平
守
夫
、
今
野
善
機
、
今

野
芳
治
、
佐
藤
信
子
、
沢
口
直
、
佐
々
木
昭
保
、

佐
藤
安
子
、
斎
藤
昭
二
、
佐
々
木
進
、
荘
司
隆

之
、
庄
司
昌
冶
、
須
田
弘
、
菅
野
吉
光
、
高
橋

勇
夫
、
高
城
朝
子
、
武
田
勝
夫
、
田
村
剛
二
、

高
橋
久
吉
、
武
田
吉
正
、
丹
野
陽
一
、
戸
田
秀

司
、
保
科
英
之
、
益
子
啓
、
三
浦
ち
よ
、
三
谷

徹
、
三
塚
米
雄
、
森
幸
一
、
山
田
利
夫
、
渡
辺

千
代
子
、
若
生
勝
男
、
渡
辺
正
吉
、
渡
辺
時
雄

【
岩
沼
市
】
青
木
恭
規
、
氏
家
と
し
子
、
長

田
信
子
、
佐
藤
賢
治
、
長
谷
部
ヒ
デ
子
、
安
田

荘
十
郎

【
亘
理
町
】
安
喰
和
子
、
石
間
重
雄
、
遠
藤

次
子
、
寺
村
博

【
大
和
町
】
大
崎
妙
恵

【
大
衡
村
】
富
永
孝
子

【
大
郷
町
】
大
類
幸
雄

【
栗
原
市
】
斎
藤
郁
子
、
佐
々
木
英
代
、
白

鳥
寿
、
鴇
田
勉

【
登
米
市
】
秋
山
久
吉
、
乾
瑞
法
、
小
野
寺

寿
美
子
、
佐
々
木
源
太
郎
、
佐
々
木
忠
蔵
、
太

布
磯
雄
、
太
布
恵
子
、
千
葉
哲
郎
、
津
花
英
子
、

本
田
治
夫

【
青
森
県
】
上
村
佳
子

【
山
形
県
】
鈴
木
直
美
、
三
俣
七
郎
、
渡
辺

孝
男【

福
島
県
】
松
本
登
、
荒
ア
キ
子

◇
脳
ド
ッ
ク
の
ご
案
内
　

当
協
会
で
は
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
、

『
脳
ド
ッ
ク
』
を
勧
め
て
い
ま
す
。
費

用
は
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
は
、
脳
卒
中
を
中
心
と
し

て
、
脳
腫
瘍
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、
痴

呆
な
ど
の
脳
の
病
気
を
早
期
に
発
見
、

治
療
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
病

気
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
最
先
端
機
器
で
精
密
チ
ェ
ッ
ク
を

し
ま
す
。
何
ら
か
の
異
常
所
見
が
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
再
検
査
、
追
加
検

査
も
含
め
、
保
険
診
療
に
よ
り
最
も
適

切
な
治
療
を
行
い
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
の
検
査
内
容
は
、
血
圧
測

定
、
血
液
尿
検
査
、
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
脳
血
管
検
査（
Ｍ
Ｒ
Ａ
）で
、
全

所
要
時
間
は
約
一
時
間
で
す
。
検
査
結

果
に
つ
い
て
は
後
日
、
脳
ド
ッ
ク
結
果

通
知
票
を
郵
送
し
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
の
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
、
当
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

察
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
２
（
２
４
７
）

９
７
４
９
。


